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【例　会】往路バス車中開催　SAA　小口陽一委員長

◆点鐘

◆会長挨拶　　河西　明会長

◆幹事報告　　吉池雅志幹事

◆35周年準備委員会委員長挨拶　　高橋政幸委員長

◆スケジュール確認　

　　　　　　　35周年記念事業部会　進藤龍吾部会長

◆閉会 点鐘

【支援金授与式：「中央アルプスにライチョウを

　復活させる事業への支援」 】

自然の玉手箱合同　  於：千畳敷駅 SORATOK Iテラス

◆開会　司会：35周年記念式典部会　長田香部会長

◆会長挨拶　 河西明会長

◆小林篤氏並びに中村浩志氏紹介

　　　　　　　　　　環境保全委員会　高木秀典委員長

　環境省信越自然環境事務所

　　　野生生物課生息地保護連携専門官　小林篤　氏

（財）中村浩志国際鳥類研究所　代表理事 中村浩志 氏

◆支援金授与（財）中村浩志国際鳥類研究所へ金20万円

　（目録） 贈呈　　河西明会長

◆中村浩志氏並びに小林篤氏　挨拶

◆小口貴一郎川岸小学校校長　挨拶

◆記念写真

◆報告確認事項　社会奉仕委員会　丸茂仁志委員長

◆閉会

vol. 1401  2023.9.9

35周年記念事業 野外家族例会“中央アルプス千畳敷カールハイキング”自然の玉手箱合同

担当：35周年準備委員会、環境保全委員会、社会奉仕委員会

参加者　会員 28 名　家族他 19 名／ 自然の玉手箱　児童名 24 名　先生 4 名　外部講師、団体 3 名
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　本日は35周年の先行記念事業の千畳敷カール記念ハ

イキングに、クラブ会員、ご家族、並びに岡谷市川岸小

学校の小口校長先生を始め先生方、自然の玉手箱の児童

の皆さん、多くの方々にご参加いただき誠にありがとう

ございます。

　そして、この中央アルプスでライチョウの復活作戦に

取り組んでおられる財団法人中村浩志国際鳥類研究所、

代表理事の中村浩志様、　環境省の小林篤様に大変お忙

しい中を、この千畳敷カールまで駆けつけて頂き心より

感謝申し上げます。

　私達岡谷エコーＲＣは1990年９月17日に創立し、来

年35周年の節目を迎えます。発足以来、「地球のために

何かをしたい」をクラブテーマに掲げ、自然環境を守り

大切にする多くの事業や、その大切さを子供たちに学ん

でもらう事業に取り組んできました。特に自然の玉手箱

は先輩方から継続して、川岸小学校・先生方のご協力で、

今年で第２７期を迎え、今日で271回目になります。毎

回児童が熱心に学び成長していく姿を目にし、うれしく

思っています。

　今回35周年の記念事業として、中央アルプスで行わ

れているライチョウ復活作戦の支援を決定しました。ラ

イチョウをこの中央アルプスで復活させることは、高山

の自然環境を守っていくことが大切で、私達人類や動物

や植物、生き物たちが暮らす母なる地球の自然を守るこ

とにも繋がっています。

　先日、小林篤様に川岸小学校での特別授業をお願いし

ました。ライチョウの生態や、ライチョウが暮らしてい

くために必要なことを、大変興味深くご講演をいただき

ました。児童の皆さんからは次から次へと沢山質問が出

て、大変勉強になったと思います。そして、今日はその

ライチョウが暮らす山を実際に歩いて、ライチョウの好

きな自然環境を体験し、学びたいと思います。この貴重

な自然を守っていくことの大切さを肌で感じて頂くこと

が目的です。

　ここは2600Ｍの標高です。千畳敷カール内のハイキ

ングでこの素晴らしい自然環境を満喫し、玉手箱の皆さ

んは2870Ｍの乗越浄土まで頑張って登りたいと思いま

す。この標高は生まれて初めての高さという方が多いと

思います。ライチョウには会えなくてもライチョウの好

◆会長挨拶 河西明会長

❷
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きな場所を歩いて目で見て体感してきましょう。そして

今日は学校の特別授業に参加した150名のうち玉手箱の

３０名ほどが参加していますが、来られなかったお友達

やご家族の方々に、是非、今日見たことや感想を伝えて

欲しいと思います。

　本日、中央アルプスにライチョウを復活させる事業へ

の支援金を、財団法人中村浩志国際鳥類研究所様に贈呈

させて頂きます。ライチョウを守り復活させることに役

立てていただければと、我々メンバーの思いを託します。

これからも私ども岡谷エコーＲＣは、今日ご参加いただ

いた皆様とともにクラブテーマのもと、自然に親しみ自

然環境を守る活動を行っていきたいと思います。

　最後になりますが、中村浩志様、小林篤様の更なるご

活躍とご健勝をお祈りし、ご挨拶といたします。

❸
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【中央アルプス千畳敷カールハイキング慰労懇親会】

　　　　　　　　　　　　　　　　帰着後マリオにて

　司会：親睦委員会　進藤龍吾委員長

◆会長挨拶　　河西明会長

◆準備委員会挨拶　　35周年準備委員会  木下敏彦幹事

◆乾杯　　35周年準備委員会　　増澤敏一副委員長

◆締め　　井口光世エレクト

【川岸小学校 特別授業】

開催日時：2023年9月1日（金）　13：45 ～ 14：30

場所：川岸小学校　体育館

対象：川岸小学校生徒4.5.6年生150名／同校校長先生及   

　　　び先生

　　　岡谷エコーロータリークラブメンバー・自然の玉

　　　手箱講師

講師：環境省信越自然環境事務所　野生生物課　生息地

保護連携専門官　小林篤氏

　35周年記念事業、「中央アルプスにライチョウを復活

させる事業」への支援に併せて企画。

　自然の玉手箱特別プログラム、千畳敷カールハイキン

グの事前勉強として玉手箱に参加する生徒だけでなく川

岸小学校の4.5.6年生を対象とした特別授業を行いました。

小林様より、スクリーンにパワーポイントを映し、ライ

チョウとはどんな鳥なのか？、中央アルプスからどうし

ていなくなってしまったのか、復活作戦が始まった経緯

と現状（自然環境を守ることの大切さ・私たちの生活と

の関り）について講演をいただきました。

　質疑応答では時間が足りないほど質問が出ましたの

で、子供たちの良い学びの機会を与えられたと感じまし

た。

◎当日参加メンバー

河西明会長・吉池雅志幹事・井口光世会員・木下敏彦会

員・小島善之会員・高木秀典会員・高橋政幸会員・長田

香会員・花岡毅会員・藤森一俊会員・向山一弘会員・委

員長 丸茂仁志

自然の玉手箱講師：宮坂正博さん

社会奉仕委員会 丸茂仁志委員長

◎取材メディア

TVはＮＨＫ、ＬＣＶ、テレビ信州、ABN長野朝日放送

新聞は、信濃毎日新聞、岡谷市民新聞社、長野日報社

※ NHKでは当日のイブニング信州にて放送を頂き、イ

ンタビューを受けた2名は自然の玉手箱に参加されてい

る生徒さんでした。

《自然の玉手箱》報告



ラッキーナンバー・ニコニコＢＯＸ・出席報告

今週のプログラム

次週のプログラム

【第271回 自然の玉手箱 中央アルプス千畳敷カール

 ハイキング】

参加人数：生徒：24名　教師：4名　自然の玉手箱講師：

宮坂正博様、環境省：小林篤様

　35周年記念事業、野外家族例会と併せて9/9（土）に

本年度3回目、第271回の自然の玉手箱を実施いたしま

した。

　前日台風による荒天も心配されましたが、千畳敷カー

ルにあがると稜線がきれいに見える恵まれた天候となり

ました。

　当初、学校側から生徒全員が登るのは難しいとの話も

ありましたが、参加した全員が乗越浄土まで登りきるこ

とが出来ました。なかなか上がってこれない生徒もおり

ましたがメンバーや先生の協力もあり、無事行くことが

出来たと思います。また生徒同士が声を掛け合って協力

する姿や、他の登山客へ元気よく挨拶をして褒められて

いる姿を沢山見ることができました。

　乗越浄土に上がってからの環境省小林様の授業ではラ

イチョウを捕まえるための道具などの説明を現地で行

い、現地ならではの授業を聞くことができました。

　今回の玉手箱はロープウェイ・登山・ライチョウの勉

強と子供たちにとっても記念になる1日になったと思い

ます。普段は賑やかい帰りのバスの中も、今回は登山の

疲れもあってかとても静かでした。

　　　　　　　　　　9月25日㈪  PM0:30

マリオ／卓話　米山奨学生　馮雨薇（ﾌｳ ｳﾋﾞ）さん

　　　　　　　　　　10月3日㈫  PM6:30

マリオ／ 3クラブ合同夜間例会　ホスト岡谷RC

次回発表 ニコニコするメッセージをお寄せ下さい
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